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王.栢q)審虫浮塵子矧 こ対する温魔境境の影尊に就いて *

翠 川 忠 盛 (岡山大学農学部)26.i.20.受規

1.柁 ■吉

本研究は昭和 ]Lq牢日本学術振異食の馴加こよって

始められたものである0本Wr･兜を企てた矧ilは本邦に

於ける柳平の二大･蝕 である脊白浮塵子及び･醜 洋塵
I(･の犬糾 =_が現品の温位と鞘様な関樺を榊 ､るもので

ぁろうと推帯封しろが,従来この方湘こ関する豊郷 'l]

戒は_'摘 翠 /.]研究が極･V)で少く,不明のことが多いの
如朗盛に思ったからであるoLかし繁々の有する設備･

淡に基の旭の研究上の事柄凍害;どの希望を実数蟻 を
得ざらしめたのは甚だ退路二思うのであるが.-宿,
今IJIEに得たる轄粟を端に報',-r.'･すること すゝるo支配 報
陣 公にするに当って3間鞘 匠か,たって控軌を与え

られた日本学齢 押蛤に対して恥娃なる感謝の意を表
す次第である｡なお東研 己にあたって耕 汁である洋鎚
I(:kt.駈iTr_11にわたって逸り矧ナ7:研究を.通ljuしていた

いゞた屋那柑 措齢 は 場の瀕諸都 l搬 こその旭の戌虫

部Jqの方 に々対しても托くく御胤をEl~止げる,,なおこの

研究の速行にあたつ-⊂援助して下さった施政研究憲譜
■剰こ無く感謝する0

9.凍研究の日的及範囲

.本邦鞘 -:の大鱒血である管由浮遊や及び鳶色浮魔手

の望種を柑押とし噴茸IF腰 と発育速瓶 類射程執 lJE亡

鵜 越',i等の謂瓢脇との閑系を研究し浮塵子-の発生
消長の胤勾操兜油に其の防除の基搬郡 痩泣んとする
にあった｡

開閉の浮壌千を箪 tTi瀧 に棺温槽に放て雄潤 し.温度

と珪卯前脚 u,産動乱乱 掘Jtt薄,卯榔 H,劫山賊紬
幼虫刑の経だ私 達卯数等との罰搾油に温蜂と樽隼と

Bの髄鞘 ;鯛 悦 L,棺お旭河に於では附 トに放いて両

税洋麗子の閏弧状乱 越年場所及鶴鞍の状況等の磯',F,Li
を行い, 之等と実験舘粟とを比較考察することにしたo

然るに冷凍塵を基龍Lである伍泥槽に全部故障をZLl:じ

､之を修理することを得ず,馬に当初に計画した替佐の

怖鼠に放ける実嘘を連行し得ざる事情に立,ら到ったの

で,機に護温故に地下室の釜温に於い･℃箕帝を行う弟
I)g拍なかったo従って下に述べる発盛はそれ等が1=]'･

われた期細二義いて其の平均鄭抗を滅出し,J骨の畢均

鯨塩に準いて威厳を雀塵考釈することとしたO

@

庸おこ にゝ配さなければならぬ犬なる因酢忠浮塵子

の飼料となる紬こついてであるO,斑腰をと習うなら凄

借に一括なものをTTjうべきであるが,撒 土;7た長と共に

,恐らく基の飼料としての性矧こ差異を虫ずるを免氷る

ことは川来ないセあろうし,磐執L3:一利 噛通じて調
を楢慣育成する便斑を有たなかったOこのような製退出
から常々の究掛こ於いては桐揮たる閏が実態娘Ii某に少

からざる踏襲を与えたことを習むことはHrI来ないO ,

成瓜の保護,産卵,卯の鵬弧 幼虫の飼育矧忠すべ

て有底の満子笛に布片を附いて覆いたるもの＼中で行

ったO而してこの襟少-1Tii:の水/I:Jlを潤す･筒の■勲こ佃つ訂

うに牲烹した(,纏ってrFil･i偶の関係潔皮の調邪は腎わな

たれたと云うことが川東るO

. 舶 悦 に当って雨 脚 として ｢甜 馳｣を用いた｡
木酢兜と雨;礎の.J,:3駁ヨこか ､が, こも再転 F.1,5お3,3の
､他の潤 を銅 如 し附いて見たのでもろが調 細 こ成

功した尊'卦f-の数 TJ;甚だ少かったので言,T灘の蓑鶴が浮

鞄 旗手の三巨脚 昭 矧こ何等かの影潜を及ぼすか獅 檀知
ることな得なかった0

4.実験結果並7=その考察

従来発点された浮塵許執こ凋-3-る報掛ま少くないor

しかしながら,環好艶姪の:,twE態的性矧こ及ぼす影執こ

関する欝放珊 慨 の成甑忠極′めて少く,機に甜画廊三

種-A:及びR:の協同研究者の報貯 (り,(望).(3),(･u池に村

rE憾七氏の報 鮮GJがある位のものL:LT'あるO博士等はそ

め各軍の努力と露語との協とし幻等瀞かべき成精をあ

げ瑠 られ壷 Lか払 櫓即 時?でない生態的或
は動三酎昭;,rJL巨溝少くないOこもに軍都匝収めた精巣

を洩べるに当って,江崎帖1-:の成班と対比して多少の

考察を試みて見よう /r

*京都大平政撃郡民洩学研究残寒既溝104骨
(1)江崎樽三 ･柿芥-立郎 劉姦守･こ槻-3る研究.
解1報 (戯革改良桑料 節エ27削 唱和12年(2)
江崎悌写 .飯島蝕洩 蔑杯智爵託浮塵子掃除予防
試験報皆欝IO撒く噸和14年),(-a)同上欝11軌
(亀 岡上帝12報 (昭和〕J-)率),(5三朝~珂藤ヒ(LO
望7)紫波の軍鬼と予防瀞除 将訂臥
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防 蝿 斜

ィ.脊 白 浮 垂 子

弟 1 産卵前期間 成虫が三,紺ヒ稜,抑 こ琵卵を行わ

ない昆据蜘こあっては庄卵前期川の長堀まその鉦 日脚
軌 騎WT:の速さ瑚こ少かちぎる膨無をif･えるのみなら

ず,其の満山の防除架とも辞瀦撫関係があるO本発励

学 鱗 lG 娩

第 2 産卵難問 浮腫手の産卵相調の調教璃卯前
職 冊 子蘭の方函こよったo甥た署 の々実験方怯結成
和̀ くなる欠点があったことを思う｡それは当室脱の凝視

の甜 托 して堀端が鞘 森野矧こ凝飢 瑚虫が時として
比の,'i''Ff瀧の水分に捕らえられ,非の自然の寿命を保も

鈴 1才主 管 I='1 洋 毘

昭 和 157年 鑑

平 均 宛 温

2日.0

分5.0_2Lb).口

24.fi-24.0

23.8

親祭仰休戦

'1

6

9

1

即打棒榔まS月刊釘乃 室 0月上旬であった0.

は飼育崇のJi室馴 大数で行ったO普通の化学究駿相浦駿

t削二浪当の長引こ切った桁濃を入れ,-_甲81対を共の
中に政綱し毎日朝 0時乃頚llTr射,JlJ.の関に産卵が行わヽヽ

れたか-iT7.-かを調査した.

職髄した㈹rl潮が少いので柵なことがわからないが,

鮮嗣 描 ければ大体に放て産卵前脚 掴 減少するもの
と見得るものしようであるQ測噂氏の究&.成租から窪
卵前欄間を訓隅 で見ると叩糊 料こあっては.q月上中
旬好況約3EiOC付に於て約日臥 0月上∵旬矧瑞L!･J空くljJC

に於でも約SLヨJt日L掴l′払 鼠1駆勺?i)oCに放て約ti
Hとかつて捕り,秋に放ける産卵前脚抑 和犬は認め
られない｡しかし,江崎Et･の昭和6'111の戚紬こよれば

ll)月上中旬郵税約20oCの堀翻こ融岬嘩苅閏は約1-捕

坪 拘 描l鑑

2115.rT

25.5-25.0
封.0-24,3

23.0-23.1

出.S i

千 産 卵 前 相 聞

昭 和 21 年 鑑

11･,-･均 罵温
2日.6-tis.5

'3q.O-'18..3

C17.4-27.7

27,0-27.3

平均康卯裾も耶'1

2.L1

2.4

5.0

.r-7.4

碗 紡 個 体 数

13

O

i1

6

産卵時規はSjJ下旬乃重9月上旬であったO

得ずLで死する場合がさf:じた卦7:I-あるO経って常 の々
実験にあってほ瑚頗 忠充分に其の産卵鵠カを発揮し得

ざる場合が滞ったと考が )れるOこのことは筆者等の

戚損な江崎氏J#:の成班と比陳 拍Lはうなずかれること

であると考える｡

産卵期川を2にわけたO釦も成虫が産卵を飴かこか

ら之を終るまでを ｢見掛けの産卵其郡山 と弔づけ,そ
の抑こ於いて贋に麓卯が行摘 Lた日数を ｢鼠の窪軌ヨ

数｣と-辛;づけるとと すゝるo

これらに関する観察の緒巣を鮪2末に掲げる三
Lj ,I-酎'=闇 ]延子の琵卵邪 tIlに関しては村江惟七代の調頚
鋳潰がある11)O蛾に従えば四で用言に於いては平均の風

脚ナの琵卯脚服8月上価こ放て14･7日,8月下旬に於
姉 '･)米 骨 頂 洋 賊 子 の 産 卵 期 間

昭潮 1.f)年鑑成 構

員精 磁 針 碗- 件数

2

9

,3

や

1

昭 和 2ユ年 既成欝

LrJ.4-rlf3.9
2Ih8-llG.3
25.0-25.5
鮎.5-2-i.8

-i)3.6-2三3.日

14.8
1,-3.7
27.ヨ
:jl.F;

3f).3

8

7

7

呪

,3.

となっているpどの童,秋になって紺;均戴偶が20UC

内外に止せる樫町であれば産卵前肺腑甚しく延長す
る屯のであるか､と推測藩札も｡

.2

ll.7
ll.3
.1日･.0
24.2h
コ1.Ll

観察個体数 l 備 考

穴U7㍍UI13

産卵は8月

下旬乃盃0

月上仙こ行

われたQ

(1)村田藤七 沸露伴の着流と予防劇晩 蒋訂
(昭和2年),2Lq6-257真一



FJj 虫 糾 学

-C汎r'll,9月中旬に於でユ914円であったと貰 う O
雅邦洋の獲た成横を見るに11押目･9J･臓 に放ける成

縞は働酬 推断射三少く･,御 棚 粘瑚 しく短いDこ
蝉 の部 数にあってほ供試虫は-;T<好を食うしなかった

ことは州帖かである｡これに放してt桐FI21-年･に於て

凱 輔肺患村田氏の成潰よL)も更に長い産卵那粒力.:
して侶(),これは廟 帽舶口が平均気瓶の町Fに伴って

新しく延長して行くことを武す0 230-2ioC cか'rt-I

均戴胤の鳩舎には見掛けの産卵胡那㌻糎 こ】OB～ 4t川

にも及ぶことは驚くべきことと,U,うp顔に窪卯の符わ

平 均 戴 将

<10.2

望,5.0･-2T).9

24.3- 24.6

23.7- 23.8

節 IG 舵

差異が少いこと,叉,2陶 気堀野 Cの場合と:ll)'C

の機軸こ於いて亜F川だった童があることを'=i.1きないこ

との2.畑こ於いて筆群昏Ul)ffljた船架と興るO .

この点に関Lで日刊凍み究錦城絹もあるが.蛾の捲
た粕触故吾 の々獲た所と略は剛環であって好況叫貯ド

に1'ドって圭Tl滞 日教が著しく逃避することを就しているO

要するに平均綱 が 240-2,-,oCh11･:tである限り連
盟群円熟 ま気温が低ければ恥 ,粗 薙長して行くを規

則と見なし得るものであろうO

生存其月間と産卵期間との関係 iJI荊13閥比産卵和明
約 3袈 成 規 の iI,A:揮 .口 数

昭 和 ll)年 鑑

平 均盤存口数 ‡親密日岡件数
7.0

10.5

L15.7

:8.0.

i

13

4

4

(Ti

--::･:‥川 ∴ .1‥言

0

ll

8

3

傭 %尊

俳試成虫の羽lb

時期は8月下旬
乃重0月上旬で
あるL､

昭 和 凱 年 鑑

れる口数は耀庶置き場合には見掛けの産卵日数より約
3-4:円短いのみであるが低温の場合には約10別勾外

の差があるOすなわち雌政利寺に産卵を休止し円び之

を相成するものである｡

第3 域畠の生存期間 背甜欝塩T･の生存欄制こ関

しては研究成轍ま少くない{浮塵子の生存胡散まや､な
EJに養いものであり,飽きも◆のでもユO田内絢 発き
ほE0円を超えるものがあL),平均生存日数は肘掛氏

に従えば30日に及ぶものがあるO雑著等のこの点に
関する調査成紬ま第3表に流す過t)である｡

上記間串間の成績を比較するにt柁挿n1-日刊こあって

ほ平均生存口数は雌雄何.lLに於い7:屯著しく短いと冥

随に供し和親欄 が多くないから紹取去充分に正搬で
あると拝雷えないが,昭和 19科こあって成虫が充分
に其の天寿を全うしたものとは考えられないO

衣に前した粘巣によれば個体によっでかなFjに著し

い張存日数の長短があること,哩は諸掛こ比して著しく

長命であることがわかるD

また,一価 こおいて,温度が下降することが成虫あ

生存鉦数を延長畢しめ紺 -糊がある紬 と叔耕 伐 ｡

成虫の魚群日数に関する江崎批L等の釆激威厳は筆

者の獲た如き召別'rJ時湖に因る執着なヱ巨存日数の長短を

示して屠ないq江崎均の成執 ま澗雅による先帝日数の

とを比較して郷杵くことは当時の気､謁によっで差はあ

るが,成功は多くは産卵が縫ってから3-舶 乃忠白il)
削こして死ねることがぬかるO産卵路ア後,畔虫が三l三

春する日数総之を見脚ナの産卵騨訓こ比べると綱倉に

小さい肝∈あると習い得るものしよ弓である｡例えば

l耶 ntll甲の成粥に碓えば平均混成 24･【ト別･9oCにお

ける法存期調は大輔こ於で平均親潮 4.5-L'4巌 にお

ける珪卵,t野Hに相当するものと見なし得るが,瑚虫は
産卵終了後的OH托眼三称することを示すOこれは嘩虫

の!_姉 別調 川 に比べれば約沼 に過ぎない｡このご
とは之を別の方間から潤巨めるならば成虫が長都 批 仔

するような環鹿条件の下では窺卵数屯亦多かるべきこ
と馴翫汁 るものであると,RJ.うOとにか(浮塵子朋見
る畏瑚間にわたって産卵を行うこと拭応月偶虫学的見

地から諾って甚だ粗悪するべき強態的性許だあると習

えよう0

第 4 産卵敬 綿に逃べた理脚こよQ),常 が々観察

した産卵硝力は,嫌虫の都-る本来の漆卯能力を,前し
たものであると粒認め掛 ､｡叉,琵卵せしめる時の諮

法式は登壇も瑚虫の産卵能力を誰分に発揮せしめるに

適当した亀のであったか働 にゝも疑問があるが,と私感
かく屯,此の血こ開斬る雑考の獲た成熟 鱗 に示す通

Q)である9
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防 虫 別 学 節 16 舵

描4衣 滞 日 洋 規 子 の 漂 卵 敷

附噂 産卵の行われ肘嘩湖は8月下旬乃至口月中旬であったO

上欄の轄北軍再蟻 に廟 Hln凍 にあっては著しく産

卵激が少いoこれは榔 )かに成出の崩の産卵韓力な,hJ-1･
す屯のと総見ることが71煉 ない｡斯くの如き蘭光を得
た原田が河鹿にあるかを増か⊂見るに,少くともその
-因は成虫が寄附 掛こ凝結した水/JJに附帯Lで大和を
集 うせずに死んだことであると考えられる｡しかし.

職 こそれだけがJil欄 であったとは増えられないo

W抑121lil:A･皮闘 甑 は成虫はかなZ)次なる産卵陀力

を試したOこの傷付に放て相 通 軌矧 馴 本数が充分
であったとは言えないoLかし,この成紳 こよっ て

望GoC 内外瑚憎 的苗泌 こあってはコ.30-240Cに放け

るよりも産卵数が少いと離 ､縛るように鹿r.われるo

この点に闘しては相川 (大Jli12軍),江崎桝氏の成
梢があるo

ll/-1二時博ゴ:の成精は年舵によって平均甜 臓 が流す傾
杓に多少の差郷見られるが,大凧 こおい引 t代の艶む

に経って寧物産離散が棚ITすると諌め与るように患わ

れるo村闘氏の成紳こよれば筋;川 代には著しい櫓加
が見られる加硫 唖 代に離 IJってや ,ゝ瀦桝-る塙のi
ように見えるO筆者の成鱗では平均気皿 か -2.7oC
では産卵数は殆ど変らないが,/矧舶 ;･14:a-2汚OC,

になれば産卵紬忠や｣著しく朝 川する傾向を訳して悟
るO静するに大祐の概的としでは脚 ℃の弛むに躍って

珪抑数は凍弥 こ御伽の噺句があると紬諭し柑ろように

鹿ほっれるoこの傾舶 咽 た基周するものであるかい捕吏

姉 i7蛮 骨 tJ=1洋 露

4

かに決定し粗いが,溝荷家の説く駅を綜倉するに珪期I31
の親瀧の低下は少くと屯其の-1i訳閃であると習い絹る
ものではあるまいかO然らば平均気風が何れの程輝に
降下するまで此の産卵数増加の傾向がうどくかと冨う

点を決堤汁 ること離 減軽 あるが村田氏の成績から増
えで平均矧LqLが ヨOoC-より低下することは珪卵能力を

多少fT.nJせしめるP)ではないかを一駄わしめる｡

-J瑚虫の羅卵能力は諸家の研究成班を対比して削
るに平均凡そ 3tp70-tL-360粒内外であるように息は)れるO

この沫卵能力が発揮されるのほ初秋に煎って鄭h'.tのや

供ゝドする時制 こなつでからであることは,所謂 ｢秋
ウ ンカJの呼粥にふさわ吊 ,興味ある事実であると
考える｡

第 S 形化に軍争琴日数 この点に剛 -る筆演の種
た糖梨を述べるに当って,罪験方法について-▲冨する

野がある011'PT和 19年にあってほ産卵された宿望は試

工 予 ∴工 .rl::-'::∴ 工 '-:∵::I.･.?.Ill.I::守 ?.;.:
佃も,一部は登流を通じでない桓胤槽(従って温卿封

筒を行わない)内に,封に他の-一部は地下童の室温状

態に保たれた∴土の場合,W F謝 こあってほ一日中温

度の振動殆ど無く,桓況欄内の気泡校数忠飼育室内の
それの的中分に過ぎなかったOこ にゝは上記の中で光
の2方法によった成沼を試すに止め畠.

予 の 卵 腸 閉
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この蘭こ関して:/1二時博士が挺た成借を見るに8月中

旬以前に於で矧塩の高きに従って卵期間はやも延長す .

摘 rrr,jあるを見るが,村出氏の棉果隼あっては2陣凝

離'.)t'jOウC-afでは気温の常きに従って卵糊誹は攻卿こ
減少して尉るO雄藩のilB'た粘某による屯的2tq?C濠で

粗度の高まるに従って抑制抽ま攻紳こ輔 嗣-るO
難者の†脚 121刑空の成紬こよれば卯の発育連動忠

由坪の平瑚挽駿である場合には気湖交差が小である槻
骨に於で大である｡このことはたとがド均気温が剛諾'

であっても嘩差の如何によって卵矧即こは差が生じ得

る'こと馴音読するものと考えるOともかくも背郎軍旗

了･棚机忠平均気温 写r)a-263gに於いては細 野 トで

餌0栽 管 向 洋.塵

昭 和 1口 年 産

昨比率 (%)

警

d
ユ
7

日U
CU
7

nU
りu
I.T3
り
)
7

nU
lH

C.1
3

ハ0
1

穴
U
1

爪U
ユ

り
1
l

り
一
り
Z
nU

Cq

qU
3

nソ】
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僻考 卯期は8月下旬9月下旬にわたったO

脚化し,230-24oC内外に放てはSm勾外で婚化する
ものなるをタ涙 O抱お気瀧較差が小なる晦に発育が禅

く行われることも浮塵子の発生三にとっては収差の大な
るが綱 日食であると習う龍あるに恵み興味あるととし

思うOしかしながら畔だ剰こ較差の大小のみを考える

のは恐らくは輝お不充分であり,更にl縞 温度,撮穐

甑皮の僻そのものにも注意すべきものではあるか -かO
この意味から吾 ほ々軍に環境の平均戴温のみに注意を

向くべきものではないと思う｡

第6 卵の紳化と過渡 攻城の温熱恵,醇化翠に何等

かの影響を及ぼすか一軒かを知る巨川勺で数千の買漁を狩
ったのであるが,火なる闘鮎こ麗間したかBrjち漆卯さ
れた桁墨を試汲管内に侭護するに当って管内の関係塩

船 適当に保つ土とが甚だむつかしい｡乾燥に失する.
ことを護れて少蕊の水を管底に入れておいたのである

那,こ正力凝過量6-ある盛に発散廟こ精華に微が蓮じ,
韓しい時は櫓墾桔間見組 始める.ことがあり,これは卵

.′

＼

の発育にも悪形照を及ぼしたことが少くなかったもの

｣如く思われるC,

斯くの卸を方比を耽った舘栗として管内の渥吸息略

はユOt1%であったと,Rr.わけるが,場卸こよっ7:榊/ob'内
外の覇もあったと,tit.われるo
l桐 Tl10年塔には矧勘息全部柳守Li'J:の室温でff･つた
那,昭和.'aL年には室温の外に,加淵せざる煽潮鞠勺,

及び地下韻の臼然気弧の下で観察をi-J-･つたOこ.の場合,
地下三村こあっては気温較差は殆どなく,飼離櫛比の勘

合に較差最も大であって約8,3度で轟)IE),漕内にあっ
ては約2.rJ舵であっ丈｡これらの実験成紬ま坊6求に
試す過IEjであったo

手 卵 め 脚 化 準

昭 和 ul 年 鑑
妻.1.iLT-:Jt

平 均 気 ,温

27.0-,27.0

20.0-26,9

21.0-251.f7

24.()-24.9ヽ
23.0-23.P

伽 試 卵 執

trLJ.-[

5コ4

L_)TIJ

l胡

tllLi

!掛 ヒ率 (/Oil
Ll)O.()

:-ド..-I

.37.I

3rj..2

I2(3.4

槽 内(加温せず)

i-TLl.:声

68.7

t51.9

LF50.3 ●

46.8

23.9

.lHは1 .rvL.~ーt-.守;:if-■~~~~'~~f 許7.3

上梢の買藩成東を蝿隠す･るに昭和 19額の成績では
汲程の如何に拘らず滴化繊こぼ著しい差漁もある｡これ
は紬こ記述した通()試堤鋸;･内の都塵の過多なるによF)

-⊂産卵饗の腐牧が起って脚化を磐したことに困るもの

と推Ati別 Lる｡斯く解明する転相昭和1口年に於ける
贈化撃は昭和 2ユ 隼のそ柑二比してや蛸.'しく怖いよ

njに考えられるが,その閉園は的S)かではないC,

11綱1幻勾引こ於ける観察聴架に従えば祈均観相24oC
以上,2SDtまでの域倉には40%乃讃 GOf,a/が酢 ヒし

絹る屯のと考えられ,23oC以下に宛猫が降下すれば

郷北軍はや 懇ゝLi僻Ir+るもの 如ゝく見えるが,鶴

整卵数が米だ充分多くないので確告拝し鰍 .O
欝 7 幼虫期間と過硬 幼虫の蔑長に教卓-る口数及

び洩背を葦げる朝倉を調教alるには大胡訳鋸 :.I.に態を

埴当の長引こ切L/),掛こは堵環礁を禽ませた縞をまき

つけたユ本の潜を約8む,管軸こli･1-Iヨに晒化した劫虫

散匿を服 しボイルの,I,片を凝って掛 ､を施し7:観察を

患
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1JAつた｡この場合に於でも管内の関係駄触ま恐らくnO
'Q'o'乃芳川相,0.3に通してT.i:･つたものと描'志された｡

昭和】rHド及びEO叫こあっては成山に達する倭で飼

育することに成功しなかったO昭和21坪に放ては多

少の紬灘を獲ることが川来たOこの場合に於でも幼虫

を入れたLL,鞘 重用惟鋼帯鼠 加l甑調苗を桐 フない伍温槽
的及び地下菜の:壬の朗なる条件下に仲たれたo実験成
締 ま約7毅に摘げる通 ()であるO

筋 ア表 ;'H rr-l浮 越

%

卿 化 の

､月 FI

8月12日 -･
13日

0月8日-
1OrT

()月 ポロ

I)jJll打
0JJL)4円

2;L9-24.I

23.4-23.5

21.4_2L.7

9月8日-
34日

鮮 10 改

･Jtlrくの如き傾げ細堵するか榊 壕知ることは出来ない.
Lに掲げた成紳 こよればたとえ気温が低 くなっても

平均気湿が 封oTOJ)DC 以上に11二まろ限りは幼虫拙忠

著しく延長するものではないこと及び喜好取の場合に平

均範視が24L'C内外で如 しは端拙攻差があまり大なる

ことに前腎速姥を拭追せしめる作用あることを推定し
得るように思うO

第 8 幼虫期の死亡率 晒化した幼虫の中の幾何が

子 の 幼 虫 3m 間

範 粒 (平均牧童 6.30℃)

幼虫期間(日) 1 羽 化 曲 数 幼虫期間(日)

;; 工 ≡:.3

弱 イヒ虫 敬

恒温槽FLj(加温せず)(平均鍵晶2･6oC)

地 下 壕 (平瑚 攻弟的ユ.()oC)

2iT1.0 1 14.6

上渦の衣に表iけ が如く飼育に成功し成虫が卿 ヒLた

数甚だ少く.文,飼育に恥 ､た幼虫のガ酎ヒ時期も極め
て限られてF,T;･るが故に葦演の収め得た輔果のみに基づ

いてほ殆ど何等の考察をも拭み難いとせねばならぬO
粗時流に従えば7月 Tfl佃乃郷 月上旬平均矧塩'10.5oC

の場葺には平均銭亀U･L7r'Cの8月~下旬乃至9月上旬に

放けるよ()も封わ で劫瑚切がや し著 しく長くなるO.甲
均鮎洗礼 5̀ゝCの9月下旬乃繋ユ(川 上旬に於雪も紛お
EM'oC の場合よE)竜幼虫舶 敬 いOしかし,利田氏
によれば斯くの如き衝岡を親めるふとほ出来ないO雑
著の成紳 こあらでは乱昌QCに至って幼虫指揮長くな

るが如き傾向を発見L紬 朝 更に準 偶 成におしJて

1 13
14.1 7 8

圭k長を矧 デで成虫となるか,換言すれば 成虫になる

までの碓亡寧及び生育率を明らかにすることは胤度の

立脚 を考えるに当って茄欝な開鞄であるoLこの点に関

する研究を'打った方法は前段に雷己した桝と全(同一で

あるon脚 1叩 ミ20年の同年にあっては速に1硯摘

発に･tt滑 を憩げしめることに成功しなかったが昭和21

科 こほ少数ではあったが成虫を撲ることが抽華たOそ

の飼育の糖栗は約8表に武す通tjであるO
この種のWr･究成紬ま朱だ懸って発表ざれたるを見た
ことがないQ雑著の実験は栄だ観察敦が甚だ少く,,礼

つ幼虫の晒化糊も限られて,経って上椙の棺兼から殆

ど何等信頼し得る結論を引きL桐-ことは出来ない｡

鮪 8華 管ド酵塵やのき摘華恥こ柁亡率と濃度

繋 L.温 (気温緑薫､6.30)

i;jn3日-8月ユ3n

O月 日日一口月■1川

い た 育 韓(形)
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悟醍糟内 (加温せず)(気温轍義ヨ.GD)

9月88-9月24日 j 91･'3-24･1

9月8日ー9月24ロ 1 25.0

たkp-冒したいことは昭和 21年には_-I.E三膏を接げる
幼虫の割合がかなt)に多かったことであるO､しかも荷

お場合によって LIO% 以上の死亡率が生じたことはFl=.

恵に値する斬罪であろう｡

p.護色浮塵子

研究の方駄 用いた閏の晶窓等は胎で管白浮塵子の

吻合と剛環であるO本努虫については苧うじて帽糾 0

年に多少の和 睦 位るに成功したのみであるd

第 1 産卵前期間 この曲こ関して雑著が撲た痴呆

は第0表に7j訳･す通C)であるO

姉9譲圭､鳶色拝趨子の産卵前Ii91llt=円

∴ :..∴ 二二 f:::I:I;.I.T二･∴ I:I.I-∴‥-:

僻考 成虫の羽化時期は8月卦 ごあったO

観察個体数充分ならず,,澄卵騨 fjの贋相を抑ち闇たい
が2410-25oC 附紀の簸瀧にあっては珪卵綿期間は凡

そ5日内外であZ),これよt)気先高くなれば産卵眉Tj瑚

間はや 長ゝくなる掛 りを有するものし如く思われる｡

江崎博士は時に港卵前/I弥こついて述べてはないが博

士の取扱に掛 ､てこれを推濫すれば2(-)ロー肝 C以上に

気温が高くなれば却 って遷卵前期脚ま翻 る羊とを

筋10衣 鳶色洋麗子の蕊卯潮間

盟 の 鳩 望競 冨鳩 謂 物腰

〔備考 成虫の羽化期は日月罪であったO

新しでお()押 一肘 C の平均気温に於で約5日の産

卵前郷言辞ごあったことは筆者の結果と濃く一致してい
/kilo

第2産卵期闇 斎色浮麗子の産卵期間に関する調

47 lr,3.8%E 3G.好
･.r･) _ 'Jl.I.I:' ･ :.:･::

塞漁猟忠男 10束に赦す一遇t)である｡琵卯珊言値 わけ

で乱抑ナの笹卵刑責陀 猿の産卵日数とするO

上欄の成鱗の外に仙qj僧の品種を柳叶として川いた
発駿が多少あるが,基の成城を捕祐すれば姉 ユ1劫こ
訳す通()であるO

第11尖 鳶色浮塵子の法理,tfJl聞

1.Llr㍉ ∴ ･i:I.十 ､一 ･ 十 ･.･一､､十 い::

=)

描

.

.和

田

ク

回

ク

組

織

外

JT7
こ
.?
=ヽU

‖〃

l

9EJ
r}!だi

S

Ll
i

2E3.4

.i(3.S

26.a

i)a.8

26.7

ヒ撮め2つの威厳を見るに濃至晒fJmが嚢外に短 い ｡

これは青白浮麗子の磯部こも述べた如く,或は柳死方
淡が通計きなかったことカ亨二軍をなして屠るあので練

ないかとも想像如 Lる｡

欝 3 生得潮間 鑓存期抑こ関する那養成鍬忠節ユ望
衣に訳す通りである0

第ユ2衣 鳶色浮麗子の対審珊 il】

≡;≡.103二芸二喜ほ 3日

意 S}二芸;.94 呈196･.芸

備考

G
i)il

llJ

コ3

羽化rtL''t胤-iS)噂 でlもつ

6.6r1
8.S

a..4

1月･t

5

2O

12

2I)

た¢

上衣に掲げた成求によれば珊 瑚温約25兜 に放け

る蔑準日数は棚雛卿こ約9Hであり,これより湿鍵箱

ければ生存期淵敦短く,温度抵くなれば生存甜紬ま長
くなる傾向あるが如(見えるO

この点に関する江崎韓士の研究成楯を見別こ昭和6
年と昭和7年とが立に和瓦するが卸き醐-'tJを京やよう

に考えられる胡Jも唱和0解に敵では平均克規約 劫ロC

の場合に放てはこれよL)低い混既におけるよE)飴存欄
間が長(,昭和7年にあつでは反対に平均気温 33oC

の場合に塁Lj:痛 い温姥の場合よりも生存期間が渥

･7
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くなつ-LP.捕.るOとにか く,.1/]-.,Tf脊氏に捉えはL'･当O-W (二
におい ･L.-2壬Lヨ乃当ミ2;=MIJrごあって,r'TI-紫の比た結果

よl)著 しく良いOこのことは葦春の研究にあってt幻可
か取乱Lに欠晴があったことを/Tqすものかを恕わしめ

る｡

第 4 産卵執 この.闇こ関 して雄藩切拡た結馳忠9,.
13衆に計 -3,通 E)で'漆,る｡

拾 ユ3衣 鳶色洋晃子の産卵数

∴ - - ･-二 ∴ ､十 一 ･ ･.!･･{
il-1.S-1)5.tJ
27).5-25.7

ヨip).三王_2.r1.4

24.I-2去.7

2こしヨー23.1,1

45.7

71.0

7:3.(1)

72.(3

S4.Lq

.12

1り

3

6
J

雌rf考 成塊vT,羽化時期はS月末であった｡

絡みに仁伊雛狙二が昭利ア科こ捜られた威梢を札ると
8月l･/115に詞判じL,た岬虫にあってはIJT･-･均敵 対馳忠141

観であり,f=1L二価 こ珊 ヒせるものにあってほ!2117鮒

であったO法制 汁Ⅲ の平均斜 品性明･,1:封 L七ないが氏

が脚 でた長から推'IL三十JLは,それは前の場合に於いて

か -t!r)つCであり,務の場合に酎 ･しそ240C内外亡あ

ったものと思われるO

脚 紙 の綱 とによって潜如 ば .':-l'仁者の邪 知こあって
は棚虫は充 ,̀j･にその淫卯能力を瑚 l;し得なかった琳柄

があったと肢2されるOと,もか くも吾 々の結果屯江崎

博士のそれも共に平均式場が230-94tlC接である限 り

は気温の低い場伽 こ成虫の謙抑値カは大きくなること

を示すもq)と推,空し惰 るoこの事は暦日浮塵子の場合
にも見られた現磯であるが神城あることも思 うO .

第5 雅化に軍3.るヨ殊 卯鼎 紳こ関する発敬虚根

は約11衣に託す通 りであるO
∫

櫛凪柳こ措ける帥親に関する実験を欠 くが娘に卵期

間用慨 との閑旅を明らかにし紬 1が･L'30-24oCの
閑に放ては卵脚 ,rlは殆ど変 りがない,Lak,eCに妃ずけ

ば卵刷紬まや 翻ゝ 桐､る傾向あることを知るO

江崎甲 の成約 見るに相 中鳩 浦 …‡コ(.C の頬
骨に卯和はSIヨ伽 こして,之よZ)少しく矧郡猿り0月

/

産 卵 の 時 期

lO月1日
10月3tH
~1日JJLHll

中旬敬平均気WL230-26oCの場合に卯鼎胴こ6H～

餌1.拍 壬 鳶色浮塵子の卵期間

卯胴 乎棚 可平均卵油 (ロ)～観 察 卯数

備牽 蹟卵の幡期は 8月31日⊥〔りヨ13 日であった0

7J二lである｡然るに7月上伸 ご気覗約2T)oCの場合に

は卿緋 ま長くして:約10日-13口となっているo櫛も
lil:の前半で気;?,･.TLtu斌 第に上昇 して行納II-:期には夏の後

年で気温が次卿 こ陣?て行く暢弧こ於けるより卵り発
育速鑑が遅 '々Lることを戻すものの如 ぐごあるOと一に角→■■

神 勅こ放け耕 欄 に関 しては筆者の成績も四 郎配L･の

それもほ か一致するものと習えよう0

第 6 卵の醸化率 略化率に関する邪教成励ま報lrJ

泌 二才,･す通 [)でさ'る｡

酪 1.絹 壬 鳶色浮娘子の別別ヒ準 (その 1)

卯馴坪 均況鑑!磯察騨 率｣ 平均脚 摩
24.4-.all.6
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23.21123.6

備考 産卵時期はyS月詣川-9月1.3日にわたった｡

上端の結果に従えば酢 蛸 言は 34%-詐タo' となり

竹 ,約 ,23O一割oCJ打ドごは聯化肇が低くなるかと思

-われる｡しかし,この成紙が黙して日照な贈化能力を

示すものなりや唇や塙 か ･rでは脚 財.;あるO

上に欄げたもの 巧 いこ色々な桁の品種を用いて行っ
た実線規壇の中から供試洲数が比凄的に多く指摘し縛
ると考えられるものを輩lG米に摘鎌 し-C見ようo
田の闘 lTiの紺 舶唖 下された卵の贈化率由 臓 かの始

錆 10表 鳶色弾施子の綱化肇 (その2)
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顧陀及ぼすものなりや否やは不Tgjであるが,上に矧ヂ

た成跡二は完渦の影響によると考えることの闇 は い

酢膵 の差異が見られるO

弟 7 幼虫期問と過度 この冥駿を行うにあたって
幼虫はその餌 珊瑚の一部は飼育盛の室蘭こ保たれた
那,一部は碍温酢勺に鵬堕された o慨即断ま夜陣 三け
塔流を通じ.て加温棚机-ヨ錯711は年前抑摘誌から午後 5

時胴 では電流を断って撒勺温姥の臼然両断.'するに

要せたのであったO躍って憧濫用内の気温忠J,Zに保
たれたわけではなく,-lヨを通じで見れば岩下の振動
があった.而して,その振動の杜撰は外気の温皮によ

学 鰐 16 放

ず断言川来ない｡

拭みに江崎批ヒのl闘IL7年の買駿成靖を見るに幼虫
期の平均気､馳 削 tZO〕Cであった 7月中旬-8月始
に於いて幼虫糊が22rjであt),附してEり弓下旬親潮
が約 21日C の埋却こおいで劫斑fnはユ41ヨであったO

剛諜な傾向は背部芋娘子の場合にも認めだ研であるが,

三9〇C邦はそれよ桶 iい気温は幼虫aL)まじ長に掛 ､影響

を与えると共に,他称こ於で次脚こ拭くなって行く7
月の矧艶は,生長の速さを減少やし狩る佃1-1あるもの

と想像削 Lる｡旗二村に攻節に降FLゼ行く8月下旬胡

後の気悦は低い割合に姓長速度を著しく城少せしめな

第 17衣 鳶色 浮 塵
棚

=f- の 劫 血 糊 聞

;;読癖的 脱灰 卜凍 虫 期 間 ｣ 旦 室 空 空
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つで必ずしも常に十様ではなかったo･闘 細ヒの実激 怒

本研究のために行ったのでなかったので研料とし朝J
いた桐の品唱は色々であったO終って此場合にほ噂の

郎錘 差が助成の生長や速さに多少の,影響を及ぼすこ

とが無かったとはIFt言し酢 ,Oこの意恥二於で此の始

動息凪箆と幼虫期講はOnj温系な考察するに好滴の翻 tlト
であるとは言い雅いが参考として精 工7薮にその結果

を斎す¢

帯17衣に掲げた成鍬ま上に述べた魂仁11によって,
たとえ同一平均気1rl'Lに放ける観繁轄取でも之等を同等
に考えて論ずることは合理的ではないO

さて此の泰の数字を見る時に平均矧'濃が22⊃-23OC

から25-5oCにわたって碍るにも拘らず幼虫期閲には

規則正しい畏宝かミあることを鞄め得ないO換諾す摘ま

好餌潤いからと寄って幼虫那 胆;そ紬二準じて長く

なるとも思われないoこれは一つには実漆個体数が少
i,からに由るかも鼎 Lないが,或は食餌た扇的 晶闇

が統一トで屠らないことが影響を及ぼして屠ない.とは

1(JHt胃ff
9月-1JH

9juOロー0月]即I
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い 1'rLmがあるものの如く思われるOこのことは秋浮塵
子 と呼ぼるゝ詣色洋盗予の生態的性質として興味ある-1
点 であると憩う｡
第 8幼虫期の死亡率 幼虫聯化後生長しそ成虫と

なるJa::でに中途に してタ経 るも甲が剥吋あるか｡この
点に関しては僅かの資料を獲るに過ぎなかった.しか
もそれは旭の朗勺で行った買鰍で富っで幼虫の銅料た
る椙の晶酎 犠-して膚か 朝 顔考の矧 こ其の縛狐

を第18素に掲げるo

幼虫の飼育に成功して成虫を羽化せしめるICとが出
来た個体数が少いのであり,且つmt､た糟の晶輔が親

一㌧で置ないので,これらの袖巣から豚児の紺だ軍に

及ぼす影響を推朱昭一もことは園酢蛸 るo舵旺 箪硬
の差異は生育を蓬げる幼虫の調和こ対して何等の影響

を及ぼさなかったとするも,奨助成励ま区 で々 あ っ て ,

何期 瑚正しい隣向を発見することは揖来ない榛に考

え射 tjるO用いた椙の品遍が一球でないのでこれらの
結氷を-鰍こして車軸摘 酔 う･べ針-Cはない が ,23oC

9
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姉18表 鳶 色浬 越 す 幼虫 相 聞 の 死 亡 率

～91)oC の平均気温で抵凡そ 50,00/仙忠司別ヒせしめ
qlq.るものと貰い得るのではないかと考が つれるo現荏
･の桝で舶 ヒあ如き瓜 こ関しては他の耶兜著によっ叫 .LJ

軍報iTi･されたものがないように思わjLるのは遺憾であ
るO 〆

5.概 括

こ｣で当然試みるべきことは曹-_'=憎逓(･油に鳶色浮
粒子に関して艶た覇架を此軽輩省することであるが,
｣A.賂 した朋によって明らかなる如く,､朱だ費料が不充

かjcIあるから,それらを比較して指摘すべき鮪 緬を得

ることは出来ないO しかしながら,この実験によって

常々は色々なことを学ぶな得たように感じるOその一一,

二の戊に雛 t.て見るならば,餌･一に浮塵子の飼育方法

に関しては繁々は定に更に工夫改革するを･7Bfする点が

多ぐあることを細ったofjf胤を貰 うならば先金な温度
蝕に極度の調簡連泊 を見え,人T.肋に好む恥花井折 尺
態を作判jlL得るのでなければ満足するよ.5な成坑を

執 ヂ難いOそれ掛 こ先生な設備を望まないとするも,

かなtjに拡砲な櫛IB･桓渥塵華麗を宥するのでなけれ
ば倍鵜し得るような成韻を聡め鼻ことは殆ど不明 転で

〆あるO殊に浮塵子の遭晒こ関する研兜の如きほ斯くの

如き炎聡と他面に放ては抑 こ研糎物たる桁の旦丁滴 を可

鴨ならしめる温釜なくしては絶対に不対舵である｡姉

二二に督々ほ飼育,､唯倣いの条件について史に淡き込ん

だこじ未をして,所謂 ｢標準となるべき方軌j馴粍立す
高庇顔あることを痛感したむ然ちぎれも珊 蹄づ鳩 に足
る実験成浦を収めることは恐らーく不印紙であろうO例
えば助成の桐背に当って1---幼虫に阜うべ翫朝貢牌 犬

も 飼料である粕饗の鹿及び潔の如きは恐らく軸比の

fl:'濃 の蓮さ13r-:背を蓬げる個棒uj調合韓に影響をSえ

ることは感然である逆潮弓O叉,成通の銅背に当って

も'これらは成虫町野命,戒はその液卵能力埠に相称
かの影響を番えずにはおかないと思われる｡

署kが収めた成紙は甚だ不完全な屯のではあるが,

墾 Lにも拘らず,所謂r歌ウVや｣と呼ばれる弼種の
浮塵子の掛こふさわしいように思われる9,3の亜態

IO

的特徴を寸断向し得たと思う.夏のr酎 -ら初秋にかけて

矧比綱 ･'[:下して仔(に捕 らず痢肝 各時代の卵 ,
.lf三長の速さに;#,'しい拭迫を見ないのみか,棚倉によっ

て離 Pって逆に速さの増大あるかの如く思わしめる場

倉さえあった如きは35の例であるO勿論これらの血こ

ついでも脚こfr･:確な実険に.ユニつて押 令妹するを翻 .ち
は言う漂でもない.

閥軌緋肝 の遭伸二関しても多少の観察及び実像を
純なたのではあるが,色々な脚 荷の矧 こ殆ど何等ヴ瑚

兼を挙げ絹なかったQ文.野外観察も多少は試みたの

ではあるが∴之赤,鉦な給論をなし得るような輔朝地
収めるに男らなかった.

要するに何れの点に関しても研究は愉お辛うじて連等

の緒に箔いたのみであると竃わざるを得ないが,しか

し,それにも拘らず,木肌:兜は浮塵子の苅鶴 消長に

押 しては墨堀塩馳思一つの重大なる外部現す･であるこ

とを前竣するには足ると椙ずる｡

此報抑こ詑成した酌か･柊に榊々の規鄭 こ執 ,て附 ､

な紀銀 と諭静を訊みたに過ぎないO亨馳 手の塀適内子
としてのⅢL聡明 手製を紺LIIiLようとするならげ,☆凱♯

正確な賛料を獲得した上で,それらのものを棺合して

考察するを欝するは勿論であるO従ってこの間掛こつ
い こ突き込んで研究することの必要を訴敵蛮するO

二Resum占.
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9.B那 及びその近堵物質の分乎構造妃関する研究:‡Ⅰ!.

γ-B諾C,(7-及び 6--1,1,9,3,4,5,6Reptachlopooycloh8訊 n8の厚手の立体配鹿に就て･･
大岩僅誇,山口順一,火野稔守京都大学化学IIgf･究鯛武倍EJ押究笠)弧 ユ.L17受測

光に中島及び著者の一人rl)は r-mAICの塩素化反

応 脱塩酸反応及び此域壁掛劫の塊素化反応の戚雛 ､

pT,9/,-1mC, 8-日 ,2,3,4,516-heptaEclll｡rocyc王(汁

hexLTLne(111P139-ユ400;8-hepta)(川)及び声-i.1,2,3,

4,5,6,-heptachl(汀｡Cl･CIohexane(叩P55-弧 野 ;
e-hcpta)の原子の立体讃巳'置iを提案したO攻で森野,

馴 悦び著者等の一人(右目忠双極子龍準の研究から.

γ-Ⅰ主HCのTJFli;子の立体蔀贋を決雇し,有機化学J勺に得

た8-及び 8-hepta の原子の潮 流私ま双陳耶把率
の臨紬 矛盾しないことを闇 熟したo∂一及びe-hepta

の分子･構治に就ではこれら以外の報野には朱だ威しな

いが,γ-1m Cの分子-構造に就ではこのほかにG.W

vanVIoten等 (3,4)及び.J.M･13ijvoet(tSlのⅩ泣獅卒

研の,叉 0･Bastia-1SCll等くf;)の気体電子担野からの
研兜があるO.そしてこれらの γ-叩 Cの原子の光体
鞘軌もすべて同一の結論に達しているO

覇者等(7,R,0)托BrIC三艶粒体及びそれらの近縁化食

物の構造を塩素化反応歓1:とする有機化学の洗場から

嗣兜しつつある0 本報に於では北 に速 粗く̀') した ¢

6-hcpta符鬼の諾囲M,その後のα-及び r-J31fCの城

東化反応に関する帥見及びをれ旬の発鋸 .描i･を梗別し

て決めた r-別IC,∂一及び､6-hep均 の塚やの立体況

矧こ就て報額するo

1.㍗-BEC及び 班onochlorobenzelleの填兼4b

物から6-hepね の翼軸確執 7-nHC の戚粛化物の

polarogral1-から,γ-BHCを培嚢化すると,少くと

も2つ以上のよE3高級な嘘霧化物に麺化することを知

った｡この埴窮化物からpaTti加IIChromat()BJ~叩 托y

によって敵tt.Tlrl5-5瓦勘 や扱矧.LL'滅勺-0-f)V,双磁;fl

能率 2.23n'EJの無色杖状の姑曲を分離したoこの化 l

食物の塩素含濃は C仔拙C17と一致し,アルカリで脱

塩酸すると融頭相0-ユ0ユOの hexEIChユorocyclol紙Jか

罷t

ir<lr


